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１．問題と目的 

実習校には、「特別支援教育コーディネーター（Special Educational Needs Coordinator 以

下ＳＥＮＣＯと記述）の役割が明確でなく、教職員に周知されていないことで、通常学級担

任がＳＥＮＣＯを効果的に活用することができていない」という課題がある。そこで、本実

践課題研究の目的を、「実習校の実態をふまえたＳＥＮＣＯの業務や役割を検討し、その内

容を教職員に周知し、通常学級担任がＳＥＮＣＯを効果的に活用できるようにしていくこ

と」とし、様々な自治体のＳＥＮＣＯについての実践やガイドブック及び、報告者のＳＥＮ

ＣＯとしての日々の取り組みの記録を基に検討する。 

 

２．研究内容 

〈研究Ⅰ（基本学校実習Ⅰ・Ⅱ）〉 

【目的】報告者が日々ＳＥＮＣＯとして行っている業務や関わっている事例について、文

部科学省が示す５つの役割に基づいて明らかにし、その内容を検討する。 

【方法】ＳＥＮＣＯとして日々行っている業務及び通常学級担任や関係機関との関わりに

ついて、日々の記録を基に、文部科学省が示す 5つの役割を用いて分類する。 

【結果・考察】文部科学省が示すＳＥＮＣＯの５つの役割である、⑴保護者の相談窓口、

⑵関係機関との連携、⑶担任の支援、⑷校内委員会での推進役、⑸巡回相談や専門家との

連携について、報告者が行っている業務を分類した結果、ＳＥＮＣＯが中心となって連絡

調整の役割を果たすことで、情報が集約され、支援教育の専門家としての目線で指摘や助

言を行うことができた。また、いずれの役割についても、管理職との情報共有を行ってい

たことが共通点として挙げられた。管理職と情報共有を行うことによって、管理職の判断

や了解を仰ぐことができ、連携がよりスムーズに行うことができるのではないか。 

〈研究Ⅱ－１（発展課題実習Ⅰ）〉 

【目的】１つ目は、実習校の実態に合わせたＳＥＮＣＯの役割や 1年間の流れを明確に

し、教職員の理解を深めることである。2つ目は、新型コロナウイルス流行に伴う、ソー

シャルディスタンス等の感染予防対策をふまえた支援・指導を検討する。 

【方法】ＳＥＮＣＯの役割を示したハンドブックを、支援学級担任の助言や意見をふまえ

た作成、教職員にＳＥＮＣＯの役割を周知する。また、コロナウイルス感染に対する対策



 

をふまえた支援学級担任としての支援・指導及び、支援学級の利用について、通常学級で

の対策を参考に支援学級としてのルールを定め、教職員に周知する。 

【結果・考察】ハンドブックの作成にあたり、文部科学省の示す５つの役割から、実習校の

実態をふまえて、⑴校内の関係者や、関係機関や専門家チームとの連絡調整、⑵保護者の相

談窓口、⑶通常学級担任の支援、⑷校内支援の推進役の４つとした。この文言を基に、支援

学級担任と協議を行い、４つの役割の修正を行った。修正したハンドブックを教職員に周知

し、ＳＥＮＣＯの役割への理解を深めることができた。また、支援学級担任が行う支援につ

いて、ソーシャルディスタンスをふまえた対策を検討し、保護者・教職員への周知及び支援

学級の利用についての感染対策を実施した。 

〈研究Ⅱ－２（発展課題実習Ⅱ）〉 

【目的】ＳＥＮＣＯの役割を教職員に周知した後、通常学級担任とＳＥＮＣＯの関わりにど

のような変化が現れたかということについて検討する。 

【方法】ＳＥＮＣＯと教員（通常学級担任）との関わりや相談・報告内容について、日々の

記録を基に、その経過を述べる。 

【結果・考察】研究Ⅱ－１でＳＥＮＣＯの役割を周知したことで、これまで相談を行ったこ

とがない通常学級担任からの相談を受けてのコンサルテーションを実施することができた。

それぞれの事例に共通することとして、ＳＥＮＣＯと担任だけでなく、事例に関わりのある

教員も交えて実施を行うことで、今後の方針や対応の決定がスムーズであった。また、ＳＥ

ＮＣＯの役割への理解が深まったことで、これまでは学級担任の相談する選択肢の中に入

っていなかったＳＥＮＣＯが、相談先の選択肢になったことで、支援教育の専門家及び支援

学級全体を見通して指摘や助言ができる立場としてこれまで以上に機能することとなった。 

３．総合考察 

 本研究において、実習校の実態をふまえたＳＥＮＣＯの役割や業務を明らかにし、教職員

に周知することで、教職員のＳＥＮＣＯへの理解が深まるとともに、ＳＥＮＣＯという相談

の選択肢が増え、活用につながっていくことが明らかになった。そして、コンサルテーショ

ンを行うにあたり、事例に関わりのある支援学

級担任や通級指導担当の教員も交えて実施を

行い、具体的な対応や今後の方針を決定できた

ことから、ＳＥＮＣＯは、校内の教職員を繋ぐ

機能があることが明らかになった。実習校の実

態をふまえたＳＥＮＣＯの役割を明確にし、教

職員に周知することで、今まで以上にＳＥＮＣ

Ｏが果たしている役割や機能が広がり、その結

果、通常学級担任と支援学級担任を繋ぐ役割も

果たすことができる（図１－１）。   

                    図１－１ＳＥＮＣＯの役割が明確になること

による、ＳＥＮＣＯの働きの変化 


